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和やかに…

今年も頑張るぞl
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岩

手

◆
盛
岡
電
友
会

◎
総
会
開
催

4
月
2
0
日
、
盛
岡
市
了
慮

内
の
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ

て
に
お
い
て
、
平
成
2
9
年
；

度
盛
岡
電
友
会
総
会
を
開

T
T
の
動
向
を
踏
ま
え
た
ご
挨
拶
を
頂
き
、
議
事
に

入
る
前
に
昨
年
度
の
物
故
者
に
対
し
全
員
で
黙
と
う
、

そ
の
後
議
事
を
進
行
し
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
女
性
会
員
の
中
村
静
子
さ
ん
が
心
温
ま
る

お
言
葉
で
乾
杯
を
行
い
、
和
や
か
に
楽
し
み
平
成
2
9

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

2
9
年
度
は
3
月
日
日
の
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

した。

催
致
し
ま
し
た
。
来
賓
を

代
表
し
、
N
T
T
岩
手
支

店
栗
田
支
店
長
様
よ
り
N

年
間
活
動
回
数
は
、
4
月
の
第
1
回
例
会
か
ら
日

月
の
第
8
回
例
会
ま
で
と
5
月
の
北
三
県
大
会
を
岩

手
で
開
催
す
る
こ
と
等
を
決
め
、
約
半
年
振
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
仲
間
と
懇
親
会
を
行
い
、
今
年
の
抱
負

や
目
標
等
を
語
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
4
名
の
新
規
加
入
者
を
含
め
総
勢

5
3
名
で
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
盛
岡
、
宮
古
、
大
船
渡
、
平
泉
、

一
関
、
水
沢
、
北
上
、
花
巻
、
鹿
角
　
（
秋
田
）
　
の
各

地
か
ら
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
集
ま
り
、
毎
月
第
2
金
曜

日
に
岩
手
の
中
央
に
位
置
す
る
盛
岡
南
c
c
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

4
月
7
日
は
、
第
1
回
例
会
を
行
い
半
年
ぶ
り
の

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

㈲
音
楽
を
語
り
合
う
会

「
美
味
し
い
ケ
ー
キ
を
前
に
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
気
楽
な
気
分
で
音
楽
を
聴
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ

て
発
足
し
た
音
楽
を
語
り
合
う
会
も
4
0
0
回
を
数

え
新
し
い
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
4
月
1
4
日
に
第
1

回
総
会
兼
鑑
賞
会
を
O
B
サ
ロ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
恒
例
の
仙
台
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
鑑
賞
と
放
送
さ
れ
た
沢
山
の
素
敵
な
音
楽

を
録
画
し
て
音
楽
と
共
に
語
り
あ
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
素
晴
ら
し
い
音
楽
を
聞
き
に
来
て
下
さ
い
。

毎
月
第
2
、
第
4
金
曜
日
の
午
後
1
時
半
か
ら
2
時

間
で
す
。
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400回を迎えた

音楽を語り合う会
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棋力向上と
活性化を期待して…

‡き剣そのもの

会
頂
き
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
、

㈱
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
2
8
年
度
下
期
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

1
、
平
成
2
8
年
度
下
期
定
期
大
会
結
果

第
3
回
大
会
　
（
1
0
月
2
2
日
）

優
勝
　
澤
田
　
俊
夫
　
　
準
優
勝
　
小
川
　
常
博

第
4
回
大
会
　
（
1
月
2
8
日
）

優
勝
　
永
沢
　
昇
　
　
　
準
優
勝
　
細
野
　
直
彦

2
、
月
例
会
　
（
第
4
土
曜
日
）
　
3
回
開
催

3
、
1
月
2
6
日
盛
岡
市
長
杯
職
場
対
抗
戦

3
名
参
加
　
（
予
選
敗
退
）

平
成
2
9
年
4
月
2
3
日
退
職
者
サ
ロ
ン
で
1
2
名
の
出

席
に
よ
り
平
成
2
9
年
度
総
会
を
開
催
〔
〕
新
入
会
員
小

松
蔵
人
、
平
山
典
明
、
阿
部
誠
一
3
氏
の
紹
介
後
、

第
1
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

優
勝
　
黒
川
　
健
児
　
　
2
位
　
平
山
　
典
明

今
年
度
は
、
3
名
の
新
入
会
員
が
加
わ
り
、
さ
ら

な
る
棋
力
向
上
と
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す。㈲
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
会

㈲
麻
雀
同
好
会

現
在
の
会
員
数
は
4
0
名
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

例
会
は
年
度
4
回
（
6
月
・
9
月
・
1
2
月
・
3
月

の
第
1
土
曜
日
）
　
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

度
第
4
回
目
で
例
会
実
施
回
数
が
9
7
回
と
長
期
に
亘

る
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
女
性
会
員
が
4
名
入
会
し
て
お
り
、
殆
ん
ど

の
例
会
に
出
席
し
て
居
る
こ
と
か
ら
、
華
々
し
さ
が

一
層
加
わ
り
楽
し
い
例
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

電
友
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族
、
退
職
者
の
会

の
皆
さ
ん
そ
し
て
現
役
の
社
員
、
一
般
の
人
と
当
会

で
は
ど
な
た
で
も
入
会
大
歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
入

4
月
の
総
会
か
ら
月
4
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
主
体

の
活
動
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
川
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みんな楽しそう

不来方釣りクラブの
皆さん

の
便
利
な
機
能
等
の
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。

活
動
内
容

1
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
4
5
回
開
催

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
1
0
の
練
習
、
ワ
ン
ド
ラ
イ
ブ
の
活

用
、
写
真
の
編
集
、
P
C
の
デ
ー
タ
整
理
等

2
、
盛
岡
の
O
B
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
情
報
発
信

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
〝
N
T
T
岩
手
O
B
ネ
ッ

ト
〃
　
の
編
集
を
毎
月
1
回
開
催
し
ま
し
た
。

3
、
ド
コ
モ
東
北
岩
手
支
店
の
協
力
で
3
月
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
、
料
金
は
、

等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

㈲
自
然
探
勝
コ
マ
ク
サ
会

会
の
目
的
は
山
野
に
出
て
自
然
に
親
し
む
こ
と
に

よ
り
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
平

成
2
8
年
度
は
他
の
行
事
と
重
な
る
こ
と
が
多
く
実
行

し
た
行
事
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

1
、
シ
ー
ズ
ン
始
め
の
打
ち
合
わ
せ

市
内
の
飲
食
店

2
、
お
花
見

岩
手
公
園

1
9
名
参
加

1
7
名
参
加

3
、
納
涼
会
と
下
期
の
行
事
打
ち
合
わ
せ

市
内
の
飲
食
店

4
、
紅
葉
狩
り

1
8
名
参
加

遠
野
伝
承
園
と
福
泉
寺
　
目
名
参
加

歩
行
が
困
難
な
会
員
が
多
く
な
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
等
で
の
企
画
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
の
で
行
事
の

計
画
が
限
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

鼎
不
来
方
釣
り
ク
ラ
ブ

4
月
2
2
日
、
き
の
え
ね
本
店
に
お
い
て
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

5
月
か
ら
日
月
ま
で
船
釣
り
と
岸
壁
釣
り
を
交
互

に
計
画
し
、
気
持
ち
は
早
く
も
海
に
向
か
っ
て
お
り

ま
し
た
。

恒
例
の
釣
り
旅
行
は
、
7
月
に
碁
石
海
岸
の
民
宿

「
海
楽
荘
」
　
に
1
泊
し
て
、
美
味
し
い
海
の
幸
を
堪

能
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
釣
り
を
楽
し
む
予
定
で
す
っ

ま
た
、
例
年
通
り
、
釣
り
教
室
や
1
2
月
の
1
泊
で
の

忘
年
会
も
計
画
し
ま
し
た
∩
■

㈲
版
画
サ
ー
ク
ル

2
9
年
度
は
4
月
1
0
日
に
総
会
と
新
年
会
を
兼
ね

て
「
す
ず
禅
」
　
に
て
行
い
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
活
動
計
画
は
、
4
月
～
1
2
月
の
第
2

月
曜
日
と
第
4
月
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
に
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
当
面
は
9
月
の
余
技
作
品
展
出

展
に
向
け
て
会
員
6
名
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
叉

今
年
度
は
感
性
と
技
術
を
磨
く
た
め
新
し
い
試
み
と

し
て
、
県
立
美
術
館
で
の
鑑
賞
会
を
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
｛
り
毎
年
同
様
の
事
で
す
が
　
「
傑
作

よ
り
も
力
作
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
r
U
　
皆
さ
ん
ア
ト
リ
エ
に
訪
ね
て
来
て
み

ま
せ
ん
か
。
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一つひとっていねいに

毎年恒例の
1泊レク
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◆
花
巻
電
友
会

◎
1
泊
レ
ク

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
電
電
サ
ー
ク
ル
主
催
　
（
花
巻
電
友

会
・
花
巻
退
職
者
の
会
共
催
）
　
の
1
泊
レ
ク
を
平
成

2
8
年
相
月
1
8
日
～
1
0
月
1
9
日
に
実
施
し
た
。

1
日
目
天
候
は
秋
晴
れ
、
絶
好
の
レ
ク
日
和
で
あ

る
。
男
性
目
名
・
女
性
9
名
計
2
0
名
の
参
加
人
数
こ

れ
ま
た
上
々
。
出
発
早
々
か
ら
、
車
内
で
ビ
ー
ル
を

飲
み
始
め
、
東
北
高
速
道
路
を
南
下
し
、
警
察
資
料

館
（
旧
登
米
警
察
署
庁
舎
）
、
教
育
資
料
館
（
旧
高

等
尋
常
小
学
校
）
　
を
見
学
し
た
。
い
ず
れ
も
ハ
イ
カ

ラ
な
洋
風
建
築
物
で
当
時
を
偲
ば
せ
る
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
た
。

昼
食
は
　
「
あ
ぶ
ら
ふ
階
」
を
頂
き
、
日
本
三
大
柳

津
虚
空
蔵
尊
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
住
職
か
ら

の
虚
空
蔵
尊
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
カ
メ
虫
の
大
群
に
悩
ま
さ
れ
て
、
よ
く
話
が
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
宿
泊
地
泊
り
崎
荘
に
到
着
、
夜
の
宴
会

ま
で
、
た
っ
ぷ
り
時
間
が
あ
る
た
め
太
平
洋
を
一
望

に
眺
め
な
が
ら
散
策
を
始
め
る
方
々
も
い
て
、
ゆ
っ

く
り
休
憩
が
で
き
た
こ
と
は
好
評
だ
っ
た
。

い
よ
い
よ
夜
の
宴
会
の
始
ま
り
、
贅
沢
お
膳
の
献

立
は
海
鮮
料
理
、
酒
も
ビ
ー
ル
も
う
ま
い
、
従
業
員

と
女
将
に
よ
る
踊
り
と
歌
の
シ
ョ
ウ
を
皮
切
り
に
カ

ラ
オ
ケ
を
満
喫
し
た
。

翌
日
も
天
候
は
上
々
、
出
発
ま
で
時
間
が
あ
る
こ

と
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
会
員
も
い
た
。

予
定
通
り
気
仙
沼
魚
市
場
を
見
学
し
、
海
の
市

シ
ヤ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
昼
食
、
新
鮮
食
品
の
お

土
産
品
を
購
入
し
、
途
中
、
東
日
本
大
震
災
時
に
奇

跡
的
に
残
っ
た
陸
前
高
田
市
の
一
本
松
の
近
く
に
あ

る
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
館
を
見
学
し
津
波
被
害
の

凄
さ
や
、
車
中
か
ら
復
興
事
業
の
状
況
を
見
な
が
ら

一
路
花
巻
へ
と
帰
路
に
就
い
た
。

◎
平
成
2
8
年
度
退
職
者
交
流
会

日
月
1
8
日
、
花
巻
地
区
N
T
T
退
職
者
交
流
会
を

花
巻
南
温
泉
峡
渡
り
温
泉
「
ホ
テ
ル
さ
つ
き
」
　
に
お

い
て
最
近
に
は
な
い
多
く
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
岩
手
支
店
か
ら
、
海
老
根
設
備
部

長
、
姥
名
人
事
労
働
課
長
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し

海
老
根
設
備
部
長
か
ら
N
T
T
お
よ
び
岩
手
の
電
気

通
信
事
業
の
動
向
、
と
り
わ
け
東
日
本
大
震
災
に
追

い
打
ち
を
か
け
た
台
風
川
号
の
大
災
害
に
対
し
早
期

復
旧
に
む
け
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
等
を
伺
い
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
者
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
お
話
で
し
た
「
し

宴
で
は
艶
や
か
な
着
物
姿
の
日
本
舞
踊
、
法
被
姿

も
凛
々
し
く
演
歌
に
合
わ
せ
た
踊
り
、
ぬ
い
ぐ
る
み

を
ま
と
っ
て
の
踊
り
等
に
よ
り
、
で
ん
で
ん
ひ
め
の

会
の
皆
さ
ん
が
一
気
に
懇
親
会
の
場
を
盛
り
上
げ
、
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講師の話を聴く会員
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各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
会

員
同
士
が
再
会
に
感
謝
し
互
い
の
健
康
と
次
回
の
再

会
を
誓
い
合
う
な
ど
、
澄
み
切
っ
た
秋
の
日
の
楽
し

い
1
日
で
し
た
。

「
自
分
の
食
卓
に
な
ら
ん
で
あ
る
食
べ
物
を
作
っ

た
生
産
者
の
万
を
皆
さ
ん
は
、
何
人
く
ら
い
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
を
ま
わ
り
講
演
を

行
っ
て
い
る
高
橋
講
師
の
話
が
お
も
し
ろ
く
、
ま
た

生
産
者
の
方
が
「
つ
く
り
」
消
費
者
が
「
食
べ
る
」

が
つ
な
が
っ
た
と
き
に
は
、
互
い
の
強
み
と
弱
み
が

補
完
し
、
幸
福
感
や
充
足
感
を
得
ら
れ
る
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
、
食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
さ

れ
る
。
等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、
私
た

ち
は
食
生
活
に
対
し
知
ら
な
い
事
が
多
い
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
で
ん
で
ん
ひ
め
の
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
息
の
合
っ
た
踊
り
や
会
員
に
よ
る

◎
新
年
の
集
い
と
講
演
会
の
開
催

平
成
2
9
年
1
月
2
3
日
、
毎
年
恒
例
の
　
「
新
年
の
集

い
と
講
演
会
」
を
ホ
テ
ル
花
城
に
お
い
て
開
催
し
、

会
員
4
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
花
巻
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
い
ま
話
題
と

な
っ
て
い
る
　
「
東
北
食
べ
る
通
信
」
　
の
編
集
長
で
あ

り
、
元
岩
手
県
会
議
員
高
橋
博
之
さ
ん
の
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。

歌
の
新
年
交
賀
会
等
新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◎
総
会
開
催

5
月
1
5
日
、
第
3
3
回
花
巻
電
友
会
総
会
が
5
0
名
の

会
員
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
N
T
T
東
日
本
－
東
北
岩
手
支
店
の
知

久
真
也
総
務
担
当
課
長
の
祝
辞
と
N
T
T
東
日
本
の

事
業
動
向
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
後
、
議
案
審
議

に
入
り
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会

で
は
、
執
行
部
か
ら
今
後
会
員
の
大
半
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
新
会
員
は
微
増
入
会
と
な
る
中
、
1
0
年
後

に
お
け
る
組
織
の
課
題
等
に
つ
い
て
の
案
件
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
恒
例
の
懇
親
会
。
ご
来

賓
の
方
々
、
新
会
員
の
方
々
、
歌
姫
、
ベ
テ
ラ
ン
組

等
の
皆
さ
ん
に
よ
る
持
ち
歌
等
の
美
声
で
、
飲
む
ほ

ど
に
盛
り
上
が
る
宴
で
し
た
。

◆
遠
野
地
区
電
友
会

◎
継
続
は
力
な
り

遠
野
ま
ち
家
の
ひ
な
ま
つ
り
は
寒
い
遠
野
に
と
っ

て
あ
た
た
か
い
春
を
迎
え
る
に
ぎ
わ
い
の
ィ
ベ
ン
ト

で
す
r
リ私

達
も
労
金
の
窓
口
に
1
ケ
月
ぐ
ら
い
飾
り
お
客
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いつ見ても
ステキなおひな様

みんなで「さくら音頭」

会員の皆さんの余興

様
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
年
は
い
つ
も
と
ち

が
う
事
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。
み
づ
き
び
な
を
つ
る

し
ま
し
た
。
女
の
子
の
成
長
を
願
っ
て
、
き
れ
い
な

布
で
い
ろ
ん
な
形
を
つ
く
り
つ
る
す
の
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
意
味
が
あ
り
た
く
さ
ん
つ
る
し
ま
す
。
み
ご

と
で
す
よ
。
1
ケ
月
ぐ
ら
い
飾
り
と
り
は
ず
し
た
後

は
皆
で
お
茶
会
を
し
交
流
を
計
り
活
動
の
一
環
と
し

て
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

◎
総
会
開
催

2
9
年
度
総
会
を
、
5
月
1
0
日
ま
る
し
ち
ザ
・
プ
レ

イ
ス
で
、
多
数
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
日
帰
り
旅
行
の
年
で
す
。
場
所
と
時
期

「
さ
く
ら
音
頭
」
を
踊
っ
て
お
開
き
と
し
ま
し
た
。

が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

連
絡
致
し
ま
す
の
で
多
数

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

懇
親
会
は
「
さ
ん
さ
時

雨
」
　
の
踊
り
で
幕
を
あ
け

歌
に
踊
り
に
と
皆
さ
ん
に

活
躍
し
て
頂
き
、
最
後
に

◆
宮
古
地
区
電
友
会

◎
余
興
で
盛
り
上
が
る
総
会

2
8
年
度
の
総
会
は
、
1
2
月
2
8
日
忘
年
会
を
兼
ね
て

市
内
一
豪
華
な
　
〃
浄
土
ケ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
″
　
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
3
5
名
、
来
賓
4
名
の
少
し
寂

◆
お
お
ふ
な
と
電
友
会

し
い
人
数
の
総
会
で
は
あ
■

り
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
、
会
員

の
高
齢
化
と
退
職
者
の
滅
ゝ
〟

少
に
よ
り
会
員
減
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
電
友

会
と
N
T
T
労
組
退
職
者

の
会
の
連
携
を
密
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
会
員
の

賛
同
を
得
ま
し
た
。
今
後

事
業
の
運
営
等
は
、
お
互

い
協
力
し
あ
い
な
が
ら
活

動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
恒
例
の
懇
親
会
と
な
り
、
会
場

は
会
員
に
よ
る
見
事
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
が
飾
ら

れ
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
手
品
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
に
続
き
カ
ラ
オ
ケ
、
怪
し
げ
な
踊
り
も
飛
び
出
し
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かつてのグランドが

菜の花でいっぱい

総会時展示された
作品の数々

会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
予
定
時
間
を
3
0
分
も

オ
ー
バ
ー
し
、
皆
さ
ん
の
晴
れ
晴
れ
と
し
て
若
返
っ

た
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

発
足
当
時
の
大
半
が
8
0
の
年
齢
を
超
え
病
院
通
い
。

若
人
の
入
会
な
し
。
4
月
に
開
催
さ
れ
た
宮
古
G
G

協
会
の
初
打
ち
大
会
に
は
2
名
だ
け
の
参
加
と
な
り

寂
し
い
限
り
。

3
・
日
の
震
災
以
降
G
G
会
場
の
あ
っ
た
河
川
敷

公
園
は
流
さ
れ
、
「
清
々
と
流
れ
る
閉
伊
川
」
　
は
今

度
は
昨
年
の
8
月
3
0
日
の
台
風
1
0
号
で
壊
滅
状
態
の

被
害
と
な
っ
た
。

今
、
宮
古
地
方
の
海
岸
に
面
し
た
何
処
の
グ
ラ
ン

ド
も
未
だ
元
に
戻
っ
て
い
な
い
。
G
G
の
グ
ラ
ン
ド

の
あ
っ
た
川
沿
い
を
歩
い
て
み
る
と
一
面
の
菜
の
花

が
見
事
に
咲
い
て
い
る
。
1
0
月
に
は
恒
例
に
な
っ
た

全
員
で
の
G
G
大
会
が
グ
リ
ン
ピ
ア
田
老
の
屋
内
会

場
で
行
う
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。

㈲
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

作
品
は
ど
れ
も
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
皆
さ
ん

O
B
サ
ロ
ン
を
覗
い
て
下
さ
い
。
若
返
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
！

㈲
よ
も
や
ま
サ
ー
ク
ル
（
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
）

月
2
回
、
1
0
名
の
会
員
は
O
B
サ
ロ
ン
に
真
面
目

に
集
ま
る
。
昼
食
、
お
掃
除
の
担
当
は
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
に
立
派
な
麻
雀
の
自
動
卓
が

配
備
さ
れ
た
。

「
女
性
大
歓
迎
！
優
し
く
手
ほ
ど
き
し
て
く
れ
る

と
の
こ
と
」
　
「
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
は
ボ
ケ
防
止
に

イ
イ
ぞ
ー
・
」
と
会
員
の
誰
か
が
声
を
か
け
て
い
ま
し

た。
卒
寿
間
近
な
大
先
輩
を
筆
頭
に
皆
さ
ん
楽
し
そ
う

に
、
冗
談
を
交
わ
し
な
が
ら
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
一
緒
に
ど
う
ぞ
！

昔
の
仲
間
と
の
語
ら
い
は
何
時
に
な
っ
て
も
楽
し

く
、
若
か
っ
た
自
分
に
帰
る
も
の
ら
し
い
。
4
0
年
以

上
の
頃
の
？
話
に
花
が
咲
く
。
月
に
2
回
の
集
ま
り

は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
手
よ
り
も
口
の
方
が
動
い
て

い
る
。
持
ち
寄
っ
た
手
作
り
の
御
菓
子
や
漬
物
で
盛

り
上
が
る
。
ボ
ケ
予
防
に
こ
れ
以
上
の
も
の
は
無
い
〔
－

◆
北
上
電
友
会

◎
N
T
T
と
退
職
者
と
の
交
流
会
開
催

平
成
2
8
年
日
月
日
日
、
市
内
ホ
テ
ル
に
於
い
て
退

職
者
4
8
名
が
参
加
し
、
N
T
T
岩
手
と
北
上
地
区
退

職
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
岩
手
支
店
か
ら
及
川
倉
彦
県
南
営

業
支
店
長
、
N
T
T
労
組
岩
手
県
グ
ル
ー
プ
協
議
会

か
ら
谷
藤
学
事
務
局
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
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た。

は
じ
め
に
柳
清
実
行
委
員
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
及
川
倉
彦
様
、
谷
藤
学
様
か
ら
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
た
中
で
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま

した。交
流
会
は
前
実
行
委
員
長
の
岩
崎
武
さ
ん
の
乾
杯

で
ス
タ
ー
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
若
き
日
を
思
い
出
し
て
の

昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
話
の
中
で
、
身
体
の
老

化
は
進
ん
で
も
、
明
る
い
気
持
ち
と
心
の
杵
で
元
気

を
保
ち
、
次
回
の
交
流
会
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま

した。

◎
早
朝
の
奉
仕
活
動

4
月
1
日
、
東
北
有
数
の
桜
の
名
所
「
北
上
展
勝

地
」
　
で
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
｛
一

今
年
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
、
時
々
小
雨
も
降
る

天
候
で
し
た
が
、
会
員
3
5
名
が
参
加
し
、
北
上
川
沿

い
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
桜
並
木
を
約
1
時
間
に
わ

た
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

◎
定
期
総
会
開
催

桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
む
4
月
7
日
、
市
内
ホ
テ
ル

に
於
い
て
N
T
T
岩
手
支
店
及
川
倉
彦
県
南
営
業
支

店
長
、
東
北
電
友
会
か
ら
小
野
寺
昭
夫
東
北
地
方
本

部
長
を
お
迎
え
し
、
会
員
5
1
名
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

柳
会
長
か
ら
、
会
員
の
拡
大
と
N
T
T
施
策
に
対

す
る
協
力
に
つ
い
て
。
来
賓
の
及
川
倉
彦
県
南
営
業

支
店
長
か
ら
、
設
備
の
点
検
と
営
業
に
関
す
る
情
報

提
供
に
つ
い
て
。
小
野
寺
昭
夫
本
部
長
か
ら
、
5
0
年

ぶ
り
の
再
会
に
よ
る
懐
か
し
の
ひ
と
時
、
そ
し
て
会

園
内
利
用
マ
ナ
ー
は
年
々
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
ま
た
、
園
内
の
堤
防
工
事
も
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
予
想
よ
り
ゴ
ミ
が
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
「
環
境
美
化
に
役

立
っ
た
」
と
の
思
い
が
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
感
じ

ら
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

そ
し
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
た
後
に
配
布
さ

れ
た
お
茶
と
お
に
ぎ
り
で
元
気
に
な
り
、
「
来
年
も

や
り
ま
し
ょ
う
ね
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
の
散
会
と

な
り
ま
し
た
。
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いっぱい食べてけらいネl

花と泉の公園で

貝
拡
大
の
協
力
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

議
事
が
審
議
さ
れ
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
来
賓
の
方
々
と
懇
親
会
を
開
催
、

高
橋
孝
市
さ
ん
の
　
「
仕
舞
」
及
川
フ
ミ
子
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
会
員
参
加
の
数
々
の
踊
り
、
川
辺
邦
子

さ
ん
の
　
「
南
京
た
ま
す
だ
れ
」
　
で
雰
囲
気
が
盛
り
上

が
り
、
後
半
は
カ
ラ
オ
ケ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
り

ま
し
た
。

懇
親
会
の
締
め
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
北
上
お

で
ん
せ
」
を
み
ん
な
で
踊
っ
て
、
総
会
に
続
く
2
時

間
余
り
の
大
宴
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
〔
｝

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
北
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

北
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
は
結
成
1
0
数

年
を
経
て
お
り
、
岩
手
で
は
古
参
株
に
入
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
毎
秋
盛
岡
で
行
わ
れ
る
県
大

会
で
も
毎
回
多
数
の
入
賞
者
を
輩
出
し
、
会
長
も
鼻

が
高
い
で
す
。

い
つ
も
4
月
下
旬
に
O
B
会
に
て
東
北
三
大
桜
の

名
勝
に
選
ば
れ
た
北
上
展
勝
地
の
環
境
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
日
を
当
サ
ー
ク
ル
の
打
ち
初
め
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
楽
し
く
、
元
気
に
、
お
互
い
の
何
度
を
軽

視
し
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
は
北
上
樺
山
遺
跡
内
の
芝

生
公
園
で
結
構
な
高
低
差
が
あ
る
、
8
ホ
ー
ル
×
5

面
は
取
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
県
大
会
の
会

場
と
類
似
し
た
環
境
が
毎
回
入
賞
者
の
出
る
要
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
や

毎
回
実
力
だ
と
い
う
人

も
い
る
が
。

期
間
中
は
土
曜
日
朝

9
時
か
ら
午
前
中
行
っ

て
い
ま
す
。
近
郊
の
方

は
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
冷

や
か
し
に
寄
っ
て
み
て

そ
の
後
、
館
ケ
森
高
原
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
懇
親
・

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
開
設
7
年

目
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本
日
の
参
加
者
で
も
こ
れ

ま
で
に
利
用
し
た
人
は
少
な
く
、
地
域
振
興
と
い
う

く
だ
さ
い
。

面
か
ら
「
い
ち
の
せ
き
電

友
会
」
は
少
し
貢
献
出
来

た
の
で
は
な
い
か
な
？

さ
て
、
懇
親
交
流
会
も

盛
り
上
が
っ
て
、
気
が
つ

い
た
ら
珍
し
く
カ
ラ
オ
ケ

の
な
い
空
桶
で
楽
し
く
散

会
し
て
お
り
ま
し
た
。

◆
い
ち
の
せ
き
電
友
会

◎
日
帰
り
レ
ク

一
関
市
内
に
あ
る
「
花
と
泉
の
公
園
」
　
の
ぼ
た
ん

の
花
が
最
盛
期
を
迎
え
る
時
期
に
あ
わ
せ
、
5
月
1
8

日
い
ち
の
せ
き
電
友
会
の
日
帰
り
レ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
、
ぼ
た
ん
園
で
は
思
い
思
い
に
園
内

を
散
策
し
、
花
に
囲
ま
れ
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
楽
し
く
賑
や
か
で
し
た
。

ぼ
た
ん
の
花
も
椅
麗
で
し
た
が
、
園
内
で
は
藤
色
と

白
の
っ
」
種
類
の
藤
の
花
も
目
を
引
い
て
お
り
ま
し
た
【


